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現在我々はプライベートメソッドをインライン展開し，パブリックなインターフェースを通して実
行される処理内容を単位とすることで，オブジェクトに設定される責務単位でのコードスニペットの
抽出を目指している．このポジションペーパーでは，再利用性の高いコード断片（コードスニペット）
を抽出するために必要なソースコードの類似性に関して議論する．

1. は じ め に

アンケートには大塲が回答した．

大塲は大学の卒業研究として，大須賀が提案した再

利用可能なソースコード片の抽出手法の改良を試みて

いる．それ以前にソースコードの類似性について研究

などをしたことはない．また，Java でのプログラミ

ングは大学での講義で初めて学んで以来，2年間の経

験がある．現在は一通り読み書きすることができる．

2. アンケート回答

アンケートへの回答を表 1に示す．また，一部の回

答についてその理由を以下に示す．

2.5 ソース No.5 についての回答理由

フィールド llのクラスが異なるが，これらは実装

が異なるだけで，どちらも整数の可変長リストのクラ

スである．よって，これらのソースが各実装の固有の

機能に触れていなければ，いずれの観点においても類

似していると考えてよいと判断した．

2.8 ソース No.8 についての回答理由

sort メソッドを異なるアルゴリズムで実装してい

るので，双方で同様のバグが潜む可能性は少ないと考

えられる．また，ソート処理のコードを再利用したい

場合には，どちらも選ぶことができるだろう．ただ，

クイックソートとマージソートには安定性やメモリ使

用量に特徴的な違いがあるので，あえて異なるアルゴ

リズムを採用している可能性もあるとして，観点Aで
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表 1 設問への回答

ソース No. A B C D X

1 yes yes yes yes -

2 yes yes yes yes -

3 yes yes yes yes -

4 no yes no yes -

5 yes yes yes yes -

6 yes yes yes yes -

7 yes yes yes yes -

8 no no yes yes -

9 no yes yes yes -

10 yes yes yes yes -

11 no no no no -

は noと回答した．

2.9 ソース No.9 についての回答理由

一方では Byte型，他方では Short型という異なる

型に関する詳細な実装であるから, これらを 1つにま

とめることは不適切であると考えた. ただ, 同じ数値

に関するクラスなので, その他の観点では類似してい

ると見てよいと思われる.

2.10 ソース No.10 についての回答理由

No.7 と同様に，すべての観点で yes としたが，た

だ 1つ気になるのは，descriptors[i]の getNameメ

ソッドが副作用を持っていた場合，2つのコードは異

なる挙動を示す可能性があるところである．

3. 議 論

3.1 目 的

多くのライブラリやフレームワークは大規模化，複

雑化しており，その利用方法を調べるには大きなコス

トがかかる．特に各クラス，各メソッドをどのように

組み合わせれば目的の動作を得られるかについては，



マニュアルを調べてもわからないことがある．

そこで，ソフトウェア開発者はしばしば，自分や他

の人が過去に書いたソースコードから，目的の動作を

実現しているサンプルコードを探すことがある．コー

ドスニペットと呼ばれるそのようなコード片を既存の

ソースコードから自動的に抽出する研究は，XSnip-

pet1) やMAPO2) など，多数行われている．

我々もこれまでに，ソースコードの構文木の構造と

ラベルの類似に基づいてコードスニペットを抽出する

手法を考案した3)．この手法では構文木の構造情報を

利用した類似性判定手法4) を応用し，類似性の高い

コード片を効果的に収集し，それらの差異を調べるこ

とで，従来の方法では抽出されなかった制御構造など

を含んだコードスニペットを抽出する．

現在我々はこの手法を改良し，より多く，より精度

の高いコードスニペットを抽出しようと考えている．

具体的な改良案として，コード片に含まれるプライ

ベートメソッドの呼び出しをインライン展開するとい

う手法について検討している．

Javaでのソフトウェア開発の際，ある処理 Aを行

うメソッドの中で，処理Aを行う上で必要なある処理

Bを行うコードが肥大化してきたとき，ソースコード

の可読性や保守性を保つために，処理 Bを別のプライ

ベートメソッドに分離することがある．しかし我々の

これまでの手法ではこの点までは考慮していないため，

たとえ入力となるソースコード群の中に，アンケート

のソース No.7のように，一方では一部の処理を分離

しているが，他方では分離していないという点以外で

は全く同じコード片があったとしても，それらを類似

するコード片とはみなさない．

そこで，パブリックなインターフェースを通して実

行される処理内容を抽出単位とし，プライベートメ

ソッドのコードを呼び出し元のコード内で展開するよ

うにすれば，見かけだけでは異なるようにみえるコー

ド片も，オブジェクトに設定される責務単位で見れば

類似するものとして抽出することができ，コードスニ

ペットの精度や抽出される量を向上させることができ

るだろうと考えている．

3.2 課 題

インライン展開をする際，ただメソッド呼び出しの

文を対応するメソッドのコードで上書きするのでは，

挿入前のコードと等価にはならない．インライン展開

する前と同じ動作となるコードを生成するためには，

主に引数とスコープの 2つについて考える必要がある．

例えばアンケートのコード片 10-2 で，プライ

ベートメソッド printAttributeをパブリックメソッ

pub l i c c l a s s StoreAppender {
pub l i c vo id p r i n t A t t r i b u t e s ( P r i n tW r i t e r w r i t e r , i n t i ndent ,

boolean i n c l u d e , Object bean , S t o r eD e s c r i p t i o n desc )
throws Excep t i on {

P r i n tW r i t e r w r i t e r = w r i t e r ;
i n t i n d e n t = i nd en t ;
Object bean = bean ;
S t o r eD e s c r i p t i o n d e s c = desc ;
S t r i n g a t t r i bu teName = d e s c r i p t o r s [ i ] . getName ( ) ;
Object bean2 = bean2 ;
Object v a l u e = va l u e ;

i f ( i s P r i n t V a l u e ( bean , bean2 , at t r ibuteName , d e s c ) )
p r i n tV a l u e ( w r i t e r , i n d en t , a t t r ibuteName , v a l u e ) ;

}
//その他の処理（約350行 ） は 同 じ で あ る た め 省 略 ．

}

図 1 printAttribute の展開例

ド printAttributes 内で展開しようとする場合，

printAttributeのコードで仮引数が使われている部

分を，メソッド呼び出しの文で指定している実引数を

使うように修正する必要がある．修正の方法として，

仮引数の部分をそのまま実引数の記述に置き換えるか，

仮引数と同じ名前の変数を，実引数の値を初期値とし

てコード挿入部分の最初で宣言することが考えられる．

前者の方法を適用すると，アンケートのコード片 10-1

とほぼ同じになるが，アンケート回答の方で述べたよ

うな副作用の可能性がある．後者の方法を適用すると

図 1 のようなコードになるが，同じ処理をしている

はずのコード片 10-1とかなり異なる構造となってし

まう．

また，プライベートメソッドの側で変数が新たに宣

言されている場合，挿入するコードのスコープを考慮

する必要がある．挿入するコードをその前後のコード

と同じスコープに置くと，変数宣言の競合が起きる可

能性がある．挿入するコードを 1つのブロックに包む

ことでこれを回避することができるが，構文木の構造

に影響が生じる．
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